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民
家
を
た
ず
ね
て

泊

l
上
町

虚
無
僧
ガ
、
尺
八
を
吹
い
て
門
に
口
つ
い
い人
ぃ

巡
礼
の
親
子
も
鈴
を
振
り
な
が
ら
門
に
り
つ
J

旅
人
だ
ち
が
駈
け
こ
ん
で
雨
宿
り
を
し
店
刀
工

の
土
問
（
二
ワ
）

く
ぐ
り
戸
ガ
静
か
に
開
い
て

口

m
の
よ
い
老
婦
人
ガ
、
蛇
の
目
率
を
開
い
て
耐

の
中
に
消
え
て
ゆ
く
。

だ
そ
ガ
～
れ
が
訪
れ
る
こ
ろ

ギ
ー
ッ
と
大
戸
ガ
締
め
ら
れ

玄
関
の
シ
ト
ミ
ガ
次
々
と
お
ろ
さ
れ
る
川

そ
ん
な
遠
い
時
代
の
風
物
詩
を
思
い
山
さ
ゼ
る

民
家
ガ
日
北
陸
往
還
道
を
前
に

ひ
っ
そ
り
と
、
つ
つ
ま
し
く
残
っ
て
い
るれ

あ
る
じ
は
、
相
先
か
ら
の
こ
の
贈
物
存

つ
い
の
栖
と
し
て

舎
も
こ
よ
な
く
愛
し

護
り
続
け
て
い
る
。
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マ
朝
臼
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

一
部
改

正
の
件
〈
課
税
限
度
額
の
改
医
及
び
減

額
対
象
世
情
切
に
か
か
る
計
鈴
の
制
の
改

正〉

マ
朝
日
町
凶
民
健
康
保
険
条
例
の
川
改

補
正
予
算

条
例
改
正

な
ど

可
決：

イlf~.

ー
ー

第
五
回
町
議
会
定
例
会

｜
｜

仰

第
五
回
朝
日
町
厳
会
定
例
会
は
六
月
二
十
三
日
か
ら
二
十
七
日
ま
で
会
期
五

仰

向
日
間
と
し
開
会
さ
れ
、
朝
日
町
一
般
会
計
矯
正
予
算
を
は
じ
め
条
例
改
正
な
ど

m

w
m寮
＋
件
可
決
、
被
せ
ん
一
件
を
決
定
い
た
し
志
し
た
。

仰

m
m願
、
陳
情
八
件
に
つ
い
て
は
、
採
択
四
件
、
緩
続
審
査
四
件
の
決
定
が
な

仰

向
き
れ
奮
し
た

。

例

主
の
件
（
川
削
除
貨
の
支
給
に
関
す
る
事

則
及
び
保
健
施
設
場
項
の
改
正
）

朝
日
町
基
幹
祭
枯
渇
セ
ン
タ
ー
設
置
条
例

一
部
改
正
の
件
〈
ほ
場
整
備
事
業
に
よ

る
池
容
の
改
正
）

マ
災
山四回
J
T
慰
金
の
支
給
及
び
災
害
慶
護
資

A
W
の
貸
付
け
に
関
す
る
条
例

一
部
改

慌
の
件
（
災
害
心
出
金
の
額
及
び
災
害

賠
投
資
金
の
限
度
制
の
引
き
上
げ
の
改

作）
v
m～…市川合
n用
水
似
合
胤
約
の
一
部
改
正

の
件
、
（
役
職
員
の
任
期
に
つ
い
て
改

革
）

，
あ
ら
ま
し

議

日

手呈

審

6
月
幻
日

開
会
〈
会
期
の
伏
見
・
町
民

民
衆
照
市
川
の
M
判
明
）

本
会
議
（質
脱
・．

帥
削
減
川
）

文
教
厚
生
委
員
会

産
業
建
設
委
川
円
台

総
務
委
員
会

（
付
託
策
件
の
浴
車
川
）

本
会
議
（
委
員
長
側
刊
・
慨

は蹴・

討
論
・
同
体
決
・
日
制
刊
の

迫
加

・
議
後
附
件
審
議
）

6
月
Mm
日

6
月
お
臼

6
月
幻
臼

可
決
さ
杓
た
も
の

後
条

例
（
改
正
）

定

期

券

は

泊

駅

で

後

専
決
処
分

マ
地仁川
自
治
法
第

一
じ
九
条
に
よ
る
専
決

処
分
の
件
（
第
二
号）

附
和
五
十
二
年
度
胡
N
町
一
般
会
計
補

克
予
算
（
四
、
六
五
五
千
円
地
額
）

マ
地
刀
自
治
法
第

一
七
九
条
に
よ
る
帯
決

処
分
の
件
、
（
第
ご
．号〉

附
和
五
十
二
年
度
泊
病
院
事
業
会
計
補

正
予
算

（
企
業
仙
の
減
額
措
偉
）

マ
朝
日
町
農
業
委
員
会
の
委
員
権
せ
ん
の

件
、
（
搬
町

一
、
川
九
一
九
挙
地
、
鹿
熊

ロ4
2

、、
π巨
J

I

b
－

ょ
う
ク

ま

し

安
正
氏
、
草
野
九

O
稀
地
、
大
沢
郎
松

氏
の
二
名
を
後
せ
ん
）

mm
予

算

マ
昭
和
五
十
三
年
度
朝
日
町
一
般
会
計
繍

正
予
算
（
第

一
号
）
（
追
加
日
程
〉

（
統
合
中
学
校
の
建
設
調
査
費
）

学
校
統
合
に
つ
い
て
は
、
朝
日
町
学
校

教
育
環
境
教
備
審
議
会
の
答
申
を
尊
重

し
、
検
討
の
結
果
、
統
合
中
学
校
か
ら

そ
の
実
現
を
図
る
ζ

と
が
望
ま
し
い
と

の
結
論
に
よ
り
、
統
合
中
学
校
の
建
設

調
査
費
の
矯
正
予
算
が
追
加
提
案
さ
れ

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

〈
議
員
提
出
議
案
〉

マ
悶
和
五
十
三
年
産
米
政
府
買
入
価
格
の

引
き
上
げ
及
び
畿
築
基
本
政
策
確
立
な

ら
び
に
米
穀
政
策
確
立
に
関
す
る
意
見

書
マ
昭
和
五
十
三
年
産
米
の
政
附
買
入
価
絡

等
に
関
す
る
婆
望
意
見
容
を
地
方
自
治

法
の
規
定
に
基
づ
き
議
会
と
し
て
関
係

行
政
官
庁
に
提
出
す
る
も
の
で
、
内
容

宇
品村
政
府
賀
入
価
絡
は
、
所
得
補
償
に
よ

る
．
再
生
産
を
確
保
す
る
た
め
適
正
価

絡
に
引
き
上
げ
る
乙
と
。

同
農
資
産
物
の
潟
要
拡
大
と
流
通
の
A
口

理
化
、
地
成
長
業
の
振
興
施
策
の
拡

充
等
農
業
基
家
政
策
の
確
立
を
は
か

る
と
と
。

同
食
管
制
度
の
堅
持
と
転
作
諸
条
件
の

働
経
備
な
ら
び
に
米
穀
の
生
産
、
消
費

広
大
等
米
殺
政
策
の
確
立
を
は
か
る

こ
と
。

マ
元
号
法
制
化
促
進
に
関
す
る
意
見
書

元
号
は
、
出
生
閥
、
断
捌
屈
な
ど
国
民

生
活
に
と
っ
て
誠
に
限
い
か
か
わ
り
あ

い
を
も
っ
て
お
り
、
長
い
間
生
前
の
中

に
も
浸
透
し
、

ζ
の
存
続
は
法
作
を
も

っ
て
制
定
す
べ
き
時
期
に
き
て
い
る
と

の
こ
と
か
ら
政
府
に
対
し
、
法
制
化
を

強
く
要
望
す
る
も
の
で
あ
る
。

以
上
を
関
係
行
政
符
げ
に
提
出
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

マ
朝
日
町
議
会
議
員
の
定
数
減
少
に
聞
す

る
決
議

．
近
年
に
お
け
る
地
万
行
政
の
災
情
か
ら

現
在
の
当
町
の
議
台
数
を
適
当
な
時
期

に
減
少
す
る
乙
と
が
認
ま
し
い
と
の
む

見
か
ら
決
議
さ
れ
宮
市
し
た
。

請
願
・
陳
情

一
採
択
に
な
つ
だ
も
の

ママママ
つ 松て水い海て学
い涛 上て岸校
て町谷無米
内川線飯
道砂局給
路防設食
の 員長 ｛置の
l.~ 提に割
以の｛系械
：仁~~る f内
袋竺 1nr w 
の .J.. 刷局j
施に j必に
ゴ：つにつ
にし、つい

継
続
審
査
に
な
っ
た
も
の

マ
希
望
者
の
保
育
時
間
の
延
長
で
二
直
保

害
問
の
解
消
を
求
め
る
乙
と
に
つ
い
て

マ
療
術
の
制
度
化
問
比
及
び
溢
法
行
為
の

取
り
締
り
強
化
に
つ
い
て

マ
療
術
の
制
度
化
促
進
に
附
す
る
協
刈
々

に
つ
い
て

マ
し
尿
汲
み
取
り
の
遁
正
料
令
に
つ
い
て

ゐ
常
任
委
員
長
報
告
よ
り

(2) 

‘a
 

V
ぃ
ハ
門
月
定
例
会
に
お
け
る
併
前
任
会
員
ハ
ハ

は
六
月
二
十
六
日
聞
か
れ
、
付
託
W
K
件

の
審
査
を
し
た
か
和
果
、
い
ず
れ
も
限
集

ど
お
り
可
決
さ
れ
た
行
、
庄
町
常
任
委
川
口

長
か
ら
報
告
さ
れ
、
次
の
こ
と
が
咲
引

さ
れ
ま
し
た
。

総

務

委

員

会

職
員
の
労
務
管
聞
に
つ
い
て
は
記
分
－
凶

窓
し
、
公
務
尚
と
し
て
の
山
%
を
た
か

め
る
と
と
も
に
、
よ
り
効
本
的
な
市
総
刊

紙
行
に
努
力
さ
れ
た
い
り

文
教
厚
生
委
員
会

明
日
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
郎
改

正
に
関
連
し
て
、
高
制
．臥
保
対
象
者
が

多
い
こ
と
か
ら
臼
付
命
制
昨
伐
を
ぷ
け
る

よ
う
考
慮
さ
れ
た
い
。

泌
願
陳
情
の
「
学
校
米
飯
給
良
の
梢
鰍

的
災
施
に
つ
い
て
い
は
同
体
制
、
榊
納
税
目
醤

資
と
し
た

「
希
望
朽
の
m桃
山
H
川
聞
の
延

長
で
二
重
保
育
の
解
消
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て
」
、

「
出
眠
術
の
制
度
化
山
止

及
び
迫
法
行
為
取
り
締
り
強
化
に
つ
い

て
i

、
「
僚
術
の
制
度
化
促
進
に
附
す
る

協
刀
万
に
つ
い
て
」
以
上
：
一件
に
つ
い

て
は
、
実
態
の
担
桝
、
さ
ら
に
湖
査
研

先
を
裂
す
る
ζ

と
か
ら
縦
紙
、
ま
た
、

寸し
尿
汲
み
取
り
の
遁
原
料
金
干に
つ
い

て
」
は
、
隣
綾
町
の
関
係
資
料
等
調
含

の
必
裂
か
ら
継
続
得
従
と
さ
れ
た
も
の

で
あ
る

産
業
建
設
委
員
会

首
脳
開
陳
情
の

つ
海
山
熊
線
付
設
置
に
係

る
町
助
成
に
つ
い
て
j

－
水
上
初
什
川
砂
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防
線
犯
の
緒
r
ム
に
つ
い
て
l

「
絵
肱
川
町

内
道
路
の
改
良
工
事
の
施
工
に
つ
い

て
」
は
願
厳
妥
当
と
認
め
保
則
。

一
般
質
問
の
中
か
ら

第 275’－ 

質
問

統
合
中
学
校
は
一
町
一
小
学
校
と

い
う
考
え
で
あ
る
と
以
ろ
が
、
組
合
立
舟

見
中
学
校
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か

答
弁

組
合
立
舟
見
中
学
校
は
、
町
駅
般
的

歴
史
的
行
債
の
も
と
に
結
成
さ
れ
て
い
る

の
で
統
合
小
学
校
に
引
き
汚
せ
る
符
え
は

も
っ
て
い
な
い。

質
問

山
合
川
の
出
汁
．め
の
対
策
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

答
弁

人
当
土
木
明
務
所
で
は
、
叫
引
が

業
と
し
て
、
与
え
た
い
と
い
っ
て
い
る
υ

質
問

町
験
負
の
制
紀
成
以
と
い
う
な
か

ら
緩
み
が
で
て
い
る
の
で
な
い
か
川

答
弁

ζ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
住
民
か
ら

批
判
さ
れ
る
乙
と
の
な
い
よ
う
符
聞
と
府

将
位
化
に
努
め
た
い。

質
問

小
川
〆
ム
の
仁
裂
が
ぬ
行
さ
れ
る

に
あ
た
り
、

工
事
公
山
内
、
七
泌
が
政
そ
の

他
不
ぷ
な
事
故
が
心
配
さ
れ
る
。
作
民
を

守
る
対
策
を
聞
き
た
い
。

答
弁

地
一
川
だ
け
で
な
く
町
全
国
引
に
わ
た

る
も
の
で
、

行
政
．仰
で
は
臥
り
あ
る
が
夜

来
の
も
の
を

．
元
化
し
た
飢
織
づ
く
η
を

や
り
た
い
。

質
問

保
育
時
間
の
延
長
は
市
一
裂
と
巧
・
H
A

る
。
日
体
的
な
答
え
を
聞
き
た
い
叶

答
弁

い
ろ
ん
な
問
凶
も
あ
り
、
よ
く
険

討
を
要
す
る
、
い
ま
調
盗
作
業
を
進
め
て

い
る
段
断
で
あ
る
。

質
問

「
町
政
パ
ス
」
は
利
川
し
に
く
い

と
い
う
声
が
あ
る
。
利
用
状
況
は
ど
勺
か
。

答
弁

内
線
を
定
め
て
俊

mし
て
い
る
。

特
権
的
、
独
内
的
な
使
い
方
は
し
て
い
な
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貝

h

つ
んゾ・

し、

し
よ

ホ仇

い
の
改
務
す
べ
き
点
が
あ
れ
ば
磁
し
て
ゆ

か
ね
ば
な
ら
な
い
。

質
問

泊
地
区
で
は
大
・
下
と
町
内
名
が
異

な
っ
て
お
り
、

mA口
の
窓
い
こ
と
が
あ
る
、

住
民
表
示
の
考
え
は
な
い
か
。

答
弁

泊
在
中
心
に
住
川
表
示
の
作
業
を

進
め
て
い
る
の
後
が
で
き
あ
が
れ
ば
と
相

談
し
た
い
。

質
問

M
m
m
対
策
に
つ
い
て
公
共
家
業
だ

け
で
は
十
分
と
い
え
な
い
、

日
体
的
な
政

策
を
巧
え
ら
れ
な
い
か
け

答
弁

峨
安
の
資
料
に
よ
る
と
A
K
繁
か
ら

の
巾
し
山
に
刻
し
就
労
が
少
な
い
。
こ
れ

は
条
件
が
合
わ
な
い
必
ぷ
ゐ
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
町
は
公
共
併
楽
、

一
般
社
会
は

聞
係
線
開
か
ら
的
械
を
%
め
対
策
を
と
る

必
艇
が
あ
る
。

質
問

下
野
削
係
か
ら川内
縦一人
乍
し
て
い

る
川
泌
が
解
決
し
て
い
な
い
。
制
A
U
J．に

加
入
し
て
は
ど
う
か
F

答
弁

長
年
の
問
題
で
あ
る
ο
子
供
の
こ

と
で
一州
町
が
争
う
乙
と
岳
山
店
け
、
円
満
に

M

飾
決
し
た
い
い

質
問

教
訓
の
仏
城
人
悦
一父
械
は
で
き
な

i
v
A
M
 

答
弁

一
町
の
統
的
活
と
し
て
鰍
め
て
重

泌
な
仕
事
で
あ
る
と
い
う
観
点
に
た
ち
、

以
も
市
品
川
な
川
品
川
が
で
き
る
よ
う
交
流
を

は
か
る
よ
う
に
し
た
い
。

質
問

削
病
院
u

川
の
パ
メ
一
行
に
待
合
川
を

ぷ
似
す
る
符
え
は
な
い
か
。

答
弁
仰
い
切
な
も
の
で
対
応
さ
せ
て
も
ら

い
た
い
の

質
問

川
海
地
域
設
定
脅
し
な
く
て
も
よ

い
の
か
、
ま
た
郎
市
計
州
街
路
に
関
す
る

削
助
金
に
彬
刊
し
な
い
か
。

答
弁

用
途
地
域
設
定
の
議
務
が
あ
る
。

締
助
金
に
つ
い
て
も
長
引
け
ば
影
容
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
設
定
を
進
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

質
問

晶
体
策
総
造
改
善
製
業
に
作
い
、
町

負
担
も
あ
る
が
計
剛
を
た
て
て
い
る
の

か
。
答
弁

起
債
も
あ
り
、
縞
剛
山
$
も
向
く
、

町
負
担
に
し
て
も
央
大
な
も
の
に
な
ら
な

い
と
思
う
。

質
問

泊
病
院
へ
入
院
し
た
い
が
満
附
で

入
院
で
き
な
い
と
の
山
が
あ
る
、
急
似
等

の
掲
合
の
対
簡
は
ど
う
か
。

答
弁
温
院
で
き
る
忠
者
に
つ
い
て
は
、

医
師
と
相
談
し
て
対
一
め
す
る
姿
勢
を
も
ち

た
い
。
1
8
月
6
日
は

F

「
！
町
議
選
投
票
日
し

－7
月
初
日
告
示
・

O
ζ
の
選
挙
の
役
累
資
絡

昭
和
臼
年
7
月
幻
自
（
基
準
日
）
現
代

で
朝
日
町
に
引
き
続
き
3
カ
月
以
上
（
脳

利
臼
年
4
月
幻
自
以
前
か
ら
住
民
登
録
が

な
さ
れ
て
い
る
者
）
山
住
し
て
お
り
、
か

つ
昭
和
臼
年
8
月
6
日
現
在
で
満
却
才

〈
昭
和
お
年
8
月
7
日
以
前
に
生
ま
れ
た

者
〉
に
巡
し
て
い
る
者
で
公
民
権
停
止
な

ど
の
欠
格
置
宇
宙
の
な
い
も
の
。

O
不
在
者
役
栗
に
つ
い
て

間
利
臼
年
7
月
m
u
u
（
告
示
臼
〉
か
－
M
り

8
月
5
口
〈
投
決
円
の
前
日
）
ま
で
の
聞

毎
日
午
前
8
時
初
分
か
ら
午
後
5
時
ま
で

不
径
役
察
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

な
お
詳
細
に
つ
い
て
は
、
選
拳
の
チ
ラ

シ
、
も
し
く
は
選
法
子
管
理
委
員
会
へ
お
問

い
あ
わ
せ
く
だ
さ
い
。（
含

3
1
1
1
0
0）

一
氷
年
勤
続
議
員
表
彰

朝

日

町

議

会

朝
日
町
議
会
滋
負
と
し
て
勤
続
二
十
年

の
長
き
に
わ
た
り
、
地
K
M
自
治
に
貢
献
さ

れ
た
酒
井
栄
議
員
に
、
朝
日
町
議
会
表
彩

内
規
に
よ
り
、
六
月
．

…十
一七
日
開
会
の
第

五
回
朝
日
町
議
会
に
お
い
て
滋
決
に
よ
り

点
彩
さ
れ
ま
し
た
。

オ
電
力
工
木
協
会
賞

lu

酒

井

よ
る
、
五
月
一
一
ト
E
I
U胤
京
附
仰
い
此
の
門

共
済
会
館
に
お
い
て
聞
か
れ
た
電
力
土
木

筏
術
協
会
第
十
八
回
通
常
総
会
の
席
上
、

筒
井
栄
さ
ん
が
、
屯
力
士
木
業
務
に
従
事

そ
の
発
展
に
湾
与
し
た
山
川
制
に
よ
り
、

「
屯
力
土
木
技
術
協
会
賞
L

を
受
貸
さ
れ

ま
し
た
。

こ
と
し
も

中
央
高
齢
者
教
室

開

か

れ

る

中
央
官
向
齢
者
教
・
需
は
、
中
央
公
民
館
の

長
俄
で
、
朝
日
町
全
域
の
名
人
ク
ラ
プ
会

員
を
刈
象
に
よ
る
六
月
二
十
じ
円
聞
か
れ

ま
し
た
が
、

ζ
と
し
は
凶
作
阿
で
、
学
科

の
内
科
は
、
町
内
外
の
文
化
財
調
wm、
ス

ポ
ー
ツ
、

ν
ク
リ
エ
l
－y
n

ン
、
必
味
、

教
袋
、
保
健
衛
役
、
宗
教
減
話
相
守
、
バ
ラ

エ
テ
ィ
に－
M
ん
だ
内
作
で
h

ハ
月
か
ら
十
一

月
ま
で
十
二
闘
に
わ
た
っ
て
聞
か
れ
ま

す
。学
制
自
の
内
容
は
、
町
内
外
の
文
化
財
舗

が
や
、
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

雌
味
、
教
悼
賞
、
保
健
術
中
、
宗
教
治
活

八
写
真
は
中
央
一川
船
ぷ
教
術
V

(3) 

唱

tnJι
噌

t



国
民
年
金
が
改
正
さ
れ
ま

ιた

昭和 53年 7 月 10日
．月刊〈毎月 10日 殉 行｝

国
民
年
金
が
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。て

年
金
額
の
物
価
ス
ラ
イ
ド
実
施

ィ
、
拠
出
年
金
分
は
六

・
七

rの
引

き
上
げ
で
今
年
の
七
月
分
か
ら
で

骨
uz

。

ロ、

福
祉
年
金
分
は

一

orの
引
き

上
げ
で
今
年
の
八
月
分
か
ら
で

す。

二
、
保
険
制
村
の
引
き
l

仁・げ

ィ
、
現
在
七
、
七
三
O
円
で
す
が
五

十
四
年
度
は
月
一二
、
一R
X
U円
。

ロ
、
五
十
五
年
度
は
月
一ぺ
、
六
五

O

R
。

…·• 2 7 5’ ひさ

空手 金 種 月。 年 金 額 月 額
一一一 ー一一

年 年 金 210.100円 17.508円
，ーーー四四一一一

働 10 年 年 金 287 .100 23.925 

年 ＇25 年 年金
． 
455.100 37.925 

金 ｜｜ 怨勾・＿・J>J]加年金似金し (1.030.200) (8~.850) 
40 年 年 728.200 60.683 
（夫婦・付加年金加入） ー・ 1.648.400 (137.366) 

障害年金 I< 1級） 5if.600 48.133 
( 2級〉 ~－~2. 100 38.508 

ほ f、等準母1子人、 遺児き年）金 462.100 38.508 （子 のと

あ

スライドされた処幽年金の領 （7月分から〉

報
昭和32隼 8JI 8日 付・ーーー一一，II3・・使鋤巴町・・ M・M・－－－ t出

ハ
、
前
記
イ
ロ
と
も
各
年
度
に
物
価

ス
ラ
イ
ド
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ

の
本
で
保
険
料
も
ス
ラ
イ
ド
し
ま

す。
一九
、
特
例
納
付
の
実
施

時
効
に
よ
っ
て
似
険
料
を
納
め
る

ζ

と
が
で
き
な
く
な
っ
た
人
な
ど
に

つ
い
て
、
今
月

〈
七
月
一
日
）
か
ら

一九
十
五
年
六
月
一九

O
日
ま
で
の
｝一
年

間
に
限
り
、
納
め
忘
れ
て
い
た
期
間

の
保
険
料
を

．
カ
月
に
つ
き
四
千
円

の
川
合
で
納
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
の
で
、
明
治
四
十
四
年
四
月

改正された 術 省t年金の額 (53if. 8月分から〉
年金種別 ｜ 年金額 l月 額

老 齢 緬祉年金 I 198.ooo円l 16._500円

障害 I t 級 ｜ 297. 600 I 2~. 800 
福祉年金｜ 2 級 I 19S.OOO I 16.500 

子句 1人 ! 2~8.000 ! 21 .500 
子等 2人 ｜一一＿？~？ .DDQ_ j 23.500 

！子等が3人以上の i
｜溺合は3人向から ’
i 1人 4800円（月 ｜
額400円）加算

子’寄 3人

上以

子

子

福祉年金

ほ

N 

昨．

二
日
以
後
に
生
ま
れ
た
人
の
う
ち
次

の
方
は
至
急
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ィ
、
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
の
に
加
入
し
て
い

な
か
っ
た
人
。

ロ
、
国
民
年
金
の
保
険
料
を
鈴
け
忘

れ
て
い
た
期
間
の
あ
る
人
。

ハ
、
厚
生
年
金
な
ど
を
鍋
け
て
い
る

が
、
ま
え
に
ど
の
年
金
に
も
入
っ

て
い
な
か
っ
た
人
。

ニ
、
六
十
七
長
以
下

（
本
年
の
三
月

三
十

一
日
現
在
〉
の
人
で
、
ど
の

年
金
も
受
け
て
い
な
い
人
（
例
外

も
あ
り
ま
す
。
）

な
お
．
詳
細
な
と
と
や
不
明
な
点
は
国

民
年
金
係
に
お
た
す
ね
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
係
〈
曾
一一
．

1
λ
む
内
線

二
九）臨

時

生

活

の
お
知
ら
せ

福
祉
給
付
金

こ
の
た
び
、
岡
和
臼
年
分
所
得
税
の
特

別
減
税
に
見
合
う
施
策
と
し
て
、
家
に
お

ら
れ
る
福
祉
年
金
や
児
蜜
扶
養
手
当
等
の

受
給
者
の
方
々
に
臨
時
生
活
衛
祉
給
付
金

が
支
払
尉
さ
れ
る
と
と
に
な
り
ま
し
た
。

乙
の
給
付
金
の
申
請
手
紙
の
窓
口
事
務

を
町
が
行
い
ま
ず
か
ら
該
当
者
の
方
々
の

と
と
ろ
へ
通
知
が
ゆ
き
ま
し
た
ら
す
ぐ
に

支
給
請
求
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
乙
の
給
付
金
は

一
人、
六
平
円
以

内
で
す

〈特
別
減
税
を
受
け
ら
れ
た
方
は

六
千
円
か
ら
減
税
額
を
も九
し
引
い
た
額
で

す
か
ら
支
給
さ
れ
な
い
万
も
あ
り
ま
す
。
）

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
住
民
課
福
祉

係
（
管

三
l
一
一
O
O内
線
二
八
）
へ

お
問
い
あ
わ
せ
く
だ
さ
い
の

老
人
医
療
費
受
鎗
者
証

が
新
し
く
な
り
ま
す

ー

7
月
1
日
か
ら
l

「
③
喜
色
の
老
人
民
療
費
受
給
者

証
」
、

「
③
湾
緑
色
の
資
絡
証
」
は、

六
月
三
十
日
で
無
効
と
な
り
ま
す
。
七
月

一
日
か
ら
は
新
し
い
受
給
者
証
（
資
絡
証
）

で
診
療
を
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
な
お
、
受
診
す
る
岨
場
合
は
、
必
ず
受
給

者
証
（
資
格
証
）
及
び
健
康
保
険
証
を
医

療
織
関
の
窓
口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
役
級
住
民
課

偏
祉
係

〈舎
＝
一
！
一
一

O
O内
線
一．
八〉

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

計
画
的
に

早
め
に

申
し
込
み
を

お盆まえの

し尿くみ取り

例
年
、
お
盆
近
く
に
な
り
ま
す
と
し
似

の
波
み
取
り
由
申
し
込
み
が
殺
到
し
ま
す
が

処
理
楊
へ
の
飯
田
の
投
入
鼠
が
限
ら
れ
て

い
る
た
め
、
申
し
込
み
を
受
け
て
も
お
盆

前
に
汲
み
取
れ
な
か
っ
た
り
し
て
い
ろ
い

ろ
と
迷
感
を
か
け
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま

す。
し
尿
収
集
業
務
が
少
し
で
も
み
な
さ
ん

に
と
迷
惑
を
か
け
ず
に
円
滑
に
行
え
る
よ

う
に
す
る
た
め
、
便
桝
が
い
っ
ぱ
い
に
な

っ
て
か
ら
設
み
取
り
申
し
込
み
を
さ
れ
る

の
で
は
な
く
、
で
き
る
だ
け
ま
だ
余
総
の

あ
る
う
ち
に
申
し
込
み
を
さ
れ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

1
2
2
 

(4) 

現
金
で
の
支
払
い
は

一
切
受
け
つ
け

ま
せ
ん

し
尿
の
設
み
取
り
料
金
は
、
み
な
さ
ん

が
事
前
に
買
い
求
め
ら
れ
た
衛
生
券
で
し

か
支
払
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
扱
み
取
り
申
し
込
み
を
さ
れ
る

と
き
は
、
必
ず
衛
生
券
を
白
い
求
め
て
く

だ
さ
い
。衛

生

鯵

飯

兜

所

中
山
〈
農
協
境
支
所
〈
嫌
）
、
宮
崎
浦
漁
協

ハ
宮
崎
〉
、
中
央
農
協
彼
川
主
所
（
慨
川
）、

島
悶
酒
店
（
温
泉
町
）
、
氷
見
工
業
所

〈

西
下
町
〉
、
中
央
農
協
的
文
所
〈
本
町
）、

車
野
商
店
〈
清
水
町
）
、
出

mm野・附盲
F

〈

東
信
野
）
、
吉
岡
酒
店
〈
松
涛
町
）
、
長

井
た
ば
と
店
（
一
内
町
）
、
点
食
料
品
店
〈

荒
川
三
丁
目〉
、広
川
食
料
品
店
（
栄
町
）
、

大
平
仁
ツ
太
商
店
（
上
道
下
）
、
赤
川
漁

協
（
赤
川
）

、
折
戸
商
店
（
車
野
〉
、
中

央
袋
協
五
箇
庄
支
所
（
月
山
）
、
高
桜
薬
局

（
桜
町
）
、
上
不
食
料
品
店
（
旭
グ
任
）
、

中
央
農
協
南
保
支
所
（
尚
畠
）
、
中
火
災

協
鮫
谷
支
所
（
蛭
符
）、
小
山
人
農
協
山
崎
支

所

（辻）

、
羽
入
商
事
（
羽
入
）
、
殿
町

商
船
（
殿
町
）
、
大
出
匁
庄
象
協

（火
山家正

〉
、
吉
野
商
店

（下
山
新
）
、
背
木
閉
店

（繍
水
）
、
役
岨
明
窓
円

9. 1 3 5人

53作7月1日現代

1 9. 3 2 7人

5. 0 2 2 ) i 

I 0. 1 9 2人

人口の本町

・1;.・ 

;Jt 

数
什

W

現



昭和53. 7月 I0日
月刊〈毎月 10日 舟 行）＂........ . 

事
故
の
な
い

明
る
い
社
会
を

夏
黍
に
は
、
解
級
感
や
持
さ
あ
る
い
は

行
楽
に
よ
る
疲
労
な
ど
か
ら
、
例
年
交
通

事
散
が
多
発
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
と
の

運
動
期
間
に
お
い
て
、
県
民

一
人
ひ
と
り

が
さ
ら
に
交
通
安
全
に
対
す
る
自
覚
と
関

心
を
高
め
、
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
の
実
践

を
期
間
慣
づ
け
、
交
通
事
政
防
止
を
凶
ろ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

ひ…・・… ー篠 2151§ . ・

－
ル
l
山
げ
を
守
っ
て
、
交
通
安
八
1

．
ス
ピ
ー
ド
を
忽
そ
う

さ

運
動
期
間
の
重
点
事
項

1
h

歩
行
者
、
自
転
車
利
用
話
、
特
に

こ
ど
も
と
老
人
の
交
通
事
依
防
止

飲
泊
、
過
労
、
山
総
定
巡
転
の
防
H

夜
間
に
お
け
る
交
通
事
岐
防
止

あ

3. 2. 

報……

H

夏
の
風
物
詩
H

も
火
事
の
も
と

昭和32• 8 JI 8日 r;・ 
e 鱒 3..便物思可.......・ "LA 

4．
シ
l
ト
ベ
ル
ト
蔵
川
の
維
進

特
別
運
動
後
調
期
間

七
月
二
十
八
日

t
八
月

一

u

正
し
い
自
転
車
の
乗
り

H
な
ど
の
指
碍

が
行
わ
れ
ま
す
れ

ー

花
火
に
よ
る
火
災
が
ふ
え
て
い
ま
す

｜

花
火
の
シ
ー
ズ
ン
に
な
り
ま
し
た
が
、

次
の
事
項
を
守
っ
て
事
般
の
な
い
よ
う
殺

し
く
遊
び
ま
し
ょ
う
。

－
花
火
に
書
い
て
あ
る
滋
ぴ
万
を
よ
く
山
山
叫

ん
で
必
ず
守
ろ
う
。

－
花
火
を
人
に
向
け
た
り
、
家
や
燃
え
や

す
い
物
の
あ
る
湯
所
で
は
遊
ば
な
い
よ

う
に
し
よ
う
。

－
胤
の
強
い
円
は
花
火
遊
び
は
や
め
ま

ー

ν
ょ－つ
の

．
、
必
ず
大
人
と
一
緒
に
し
よ
ろ
の

．
水
を
用
意
し
ま
し

3
1

－
吹
出
し
、
打
上
げ
な
ど
尚
物
花
火
は
途

中
で
火
が
消
え
て
も
悶
を
の
ぞ
か
な
い

よ
う
に
し
よ
ろ
。

－
花
火
を
ポ
ケ
ッ
ト
に
人
れ
な
い
よ
う
に

し
よ
う
。

・
た
く
さ
ん
の
花
火
に

一
段
に
火
を
つ
け

な
い
よ
う
に
し
よ
う
リ

－
花
火
を
ほ
ぐ
し
た
り
し
な
い
。
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今
年
も
い
よ
い
よ
キ
γ
ン
プ
シ
ー
ズ
ン

と
な
り
ま
し
た
が
次

ω場
岐
を
守
っ
て
楽

し
い
キ
ャ
ン
プ
ソ
γ
イ
ヤ
ー
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

－
キ

ャ
ン
プ
フ
γ

イ
ャ
ー
を
す
る
場
合
は

事
前
に
消
防
官
へ
川
け
川
て
か
ら
行
う

こ
と
。

〈
消
防
署
に
府
川
用
紙
が
あ
り
ま
す
。）

－
江
木
及
び
テ
、
J
f咋
よ
り
一
・
一
十
メ
ー
ト

ル
以
上
厳
れ
た
所
で
行
う
こ
と
。

－
フ
7

イ
ヤ
ー
を
行
・
リ
と
き
火
の
凶
係
を

十
五
メ
ー
ト
ル
以
上
に
し
な
い
こ
と
。

．
火
を
組
暴
に
按
わ
な
い
こ
と
。

－
午
後
十
時
ま
で
と
す
る
ζ
と。

－
終
了
後
は
完
令
に
消
火
し
確
認
す
る
こ

と。
－
気
象
の
状
況
が
火
災
予
防
上
危
険
で
あ

る
と
認
め
る
と
き
は
火
の
使
用
を
制
限

し
ま
ず
か
ら
消
防
%
の
指
示
に
従
う
こ

と。以
上
の
事
項
を

γ・いり
な
い
と
き
は
キ
ャ

ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
l
の
使
別
の
品
川
止
を
命
ず

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
υ

県
保
健
衛
生
会
長

表

彰

受

彰

六
月
二
日
、
滑
川
市
民
会
館
で
行
わ
れ

た
第
二
十
三
田
富
山
県
保
健
尚
生
大
会

で
水
島
文
子
さ
ん
（
朝
日
町
述
合
婦
人
会

長
・
結
骸
予
防
婦
人
会
長
H
幸
町
）
が
、

富
山
県
保
健
衛
生
組
織
連
合
会
長
表
明
W
を

受
け
ら
れ
ま
し
た
。

水
島
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
五
年
以
来
婦

人
会
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
町
民
の
健

康
づ
く
り
活
動
に
率
先
し
て
取
り
組
ま
れ

ま
た
、
現
在
食
生
活
改
務
維
進
協
議
会

長
と
し
て
も
活
躍
さ
れ
て
お
り
、
今
阿
の

表明
W
は
そ
の
幼
絹
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で

す。

．‘、，‘、
．・．．
 
・、，，‘
．・・．，
，、，，
．．
 
t
．，E
、，
・．．
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・・．．
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g
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B

，．．．．
．
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、，，‘、
．．．．． 
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．・・．，
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．．
 
・・
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・．．． 

山

を

甘

く

見

る

な

こ李
水
島町

文さ
胸 い

Iv ' 

い
た
ま
し
い
山
岳
遭
難
事
故
を
防
止
し
よ
う

近
作
レ
。シャ
l
の
曲
目
及
に
よ
り
、
山
内
札
山

人
口
も
相
加
し
て
い
ま
す
句
し
か
し
、
こ

れ
に
作
い
無
探
査
山
者
や
粁
験
1

中
川

の

登
山
省
に
よ
る
巡
艦
離
が
般
が
発
ぺ
し
て
い

ま
す
。昨
年
富
山
県
で
は
、
ゼ
山
シ
l
ィム

シ山中

に
一一
十
阿
件
の
巡
燃
が
般
か
絶
句
し
、
．

名
が
死
亡
し
て
い
ま
す
の

こ
れ
は
す
べ
て
、
校
山
醤
の
不
作
JU、

経
験
不
足
や
然
ぷ
が
朕
凶
で
す
。

こ
れ
か
ら
．皮
山
シ
ー
ズ

ン
で
す
υ
A
F
作

は
例
年
に
な
く
山
に
は
伐
・匂
が
多
く
、
十

分
作
意
が
必
要
で
す
。

校
山
さ
れ
る
お
は
次

の
事
項
を
厳
守
し
、
迎

燃
等
放
を
防
止
し
淡
し

い
な
山
を
し
ま
し
ょ

《
J

。
付
制
…
周
一
な
計
剛
、
日
制
艇

は
組
ま
な
い
。

M
M
問
的
の
山
を
よ
く
州

究
す
る
。

同
僧
独
校
山
は
し
な

、、《
V

－

v
 

岡
山
双
山
崩
は
必
ず
挺
川
す
る
。

凶
食
輔
、
装
備
は
十
分
に
。

川w
w
M山
コ
l
ス
以
外
や
危
険
地
僻
へ
は
入

ら
な
い
。

同
気
象
状
況
に
注
意
し
、
一止
伸
機
に
判
断
す

る－
u

判
引
き
か
え
す
必
%
と
刷
川
ま
る
兎
何
H

川
地
一川
の
人
ゃ
、
小
川
m
の
人
の
立

μを
よ

く
聞
く
。

〈
V
T
氏
は
巡
働
時
以
川
V

(5) 
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地
震
に
そ
な
え
て
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刊
に
必
要
な

M
少
限
の
も
の
だ
け
に

す
る
。

o
吹
い
跡
地
、
へ
い
ざ
わ
、
石
川
の
そ
ば

な
ど
に
い
る
と
き
は
、
急
い
で
広
い
場

所
へ
越
燥
す
る
ο

。
山
ぎ
わ
や
が
け
の
近
く
に
い
た
ら
、
安

全
な
場
所
へ
避
燃
す
る
ο

。
出
山
近
く
で
は
津
波
、
低
地
で
は
浸
水

の
怨
れ
が
あ
る
の
で
、
安
全
な
場
所
へ

組
燃
す
る
。

。
余
災
は、

一
一
般
に
本
震
よ
り
も
小
さ

ぃ
。
デ
マ
に
迷
わ
ず
、

広
報
や
テ
レ

ピ
、
ラ
ジ
オ
の

一一
九
1
ス
に
作
意
す
る

と
と
も
に
、
み
だ
り
に
屯
活
で
問
い
あ

わ
せ
た
り
し
な
い
の

（地
震
が
お
き
る
前
に
）

家
悠
で
揺
し
あ
っ
て
お
こ
う

。
地
川
氏
の
笑
例
や
、
純
山
下いの
状
況
な
ど
を

活
し
合
う
。

。
地
渓
が
起
っ
た
と
き
の
符
人
の
分
担
を

決
め
て
お
く
。
例
え
ば
ガ
ス
の
冗
伶
。

。
紐
難
刷
物
所
は
ど
こ
か
、
・
脳
燃
す
る
と
き

の
持
物
は
、
非
常
時
山
袋
の
置
場
所
と

持
っ
て
川
る
者
は
だ
れ
か
な
ど
。

あ
な
た
の
窓
は
大
丈
夫
で
す
か

。
基
礎
に
ゆ
が
み
は
な
い
か
、

土
台
、
れ

な
ど
重
要
な
泌
分
が
・
刷
っ
て
い
な
い

か。
。
二
備
に
大
屋
の
物
が
ほ
い
て
い
な
い

か。
。
ト
〈
風
や
通
常
の
地
震
で
脳
内
川
市
に
捕
れ
な

い
か
。

。
タ
ン
ス
、
本
棚
な
ど
は
、
柱
や
僚
に
悶

定
す
る
な
ど
の
工
夫
を
ζ

ら
す
。

。
棚
の
上
の
重
い
花
ピ
ン
や
飾
物
な
ど
務

下
物
の
絵
理
に
心
が
け
る
。

。
石
油
ス
ト
l
プ
な
ど
の
川
辺
に
燃
え
や

す
い
物
を
留
か
な
い
よ
う
に
、
脚
質
製
、

整
と
ん
に
心
が
け
る
。

準
備
し
て
お
こ
う

。
応
急
資
材
を
準
備
し
よ
う
。

懐
中
電
灯
、

消
火
初
、

バ
ケ
ツ

、
ポ
リ

タ
ン
ク
、
じ
印
、
か
な
づ
ち
、
の
こ
ぎ

り
、
な
た
、
バ
l

w
、
ス
コ
ッ
プ
、

υ

l
プ
な
ど
。

。
教
急
医
薬
品
を
般
的
し
よ
う
。

傷
茶
、

胃
腸
薬
、
け
然
、
脱
脂
制
、
包

裕
、
ば
ん
そ
う
こ
う
、

一．一角

ωな
ど
。

。
非
常
持
出
口
聞
を
添
附
し
よ
う
。

飲
料
水
（
ポ
リ
タ
ン
ケ）

、
食
料
二

t

ご
一日
分
（
乾
パ
ン
、
か
ん
前
、
食
塩
な

ど
）
、
貴
重
品
類
（
羽
金
、
貯
金
通
帳

、
印
鑑
な
ど
〉
、
懐
中
冠
制
川
、
ロ
I
ソ

ク
、
マ
ッ
チ
、
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
ラ
ジ

オ
、
下
着
一

t
一
一泊
、
手
ぬ
ぐ
い
、
ビ

ニ
ー
ル
ふ
ろ
し
き
、
制
ひ
も
、
手
袋
、

ち
り
紙
、
ヘ
ル
メ
Y

ト
な
ど
の
保
安
附

病
人
の
常
備
薬
、
亦
ち
ゃ
ん
の
ミ
ル

ク
、
お
し
め
な
ど
。

－－－－－－aa
－－・
．．．
．．
 
‘、，
e
・・・．．
 
，，．、
．．． 
・・‘、
，，・・・・・
a

，．、
．．．
 
・・・・

－

明
る
い
選
挙
の
実
現
に
向
け
て
I
ll

－

「
｜
選
挙
啓
発
講
演
会
L

6
対
日
日
、
福
祉
t

ン
タ
l
に
お
い
て

町
選
挙
管
理
委
員
会
主
似
の
つ
選
拳
内
発

減
副
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
υ

ζ

の
講
部
会
は
、
明
る
い
選
法
十
の
実
現

を
は
か
り
、
啓
発
病
動
の
中
心
と
な
る
べ

き
折
出
押
者
を
養
成
す
る
こ
と
を
U
的
に
、

連
合
青
年
団
員
を
対
象
に
行
わ
れ
た
も
の

で
す
。当日
は
、
元
笛
山
県
教
育
長
の
河
野
市

治
氏
を
講
師
に
「
荷
さ
と
い
う
も
の
」
と

崩
し
潟
演
が
あ
り
参
加
者
は
烈
心
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

(6) 

泊

中

学

校

三

年

玉
木
亜
紀
子
さ
ん
が

位

入

賞

l
i
l
県
中
学
生
生
活
体
験
発
表
大
会

｜
｜

社
会
を
明
る
く
す
る
辺
品
川
、

m
l
hハ
間

富
山
県
中
学
生
生
活
体
験
先
ぃ
火
大
会
が
、

去
る
六
月
十
七
日
、
富
山
ぃ
山
、
県
農
協
会

館
ホ

l
w
で
聞
か
れ
ま
し
た
が
川
町
内
各
中

学
校
か
ら
選
出
似
さ
れ
た
十
九
名
の
山
中
小
川

が
、
日
常
の
活
動
や
体
験
を
元
に
し
た
よ

り
よ
い
社
会
づ
く
り
に
つ
い
て
発
ぶ
し
ま

し
た
が
、
泊
中
学
校
．．． 
作
生
、
－
K
水
．
帆
紀

子
さ
ん
の
「
生
徒
会
問
品
川
か
ら
仰
た
も
の

8
月
6
日
（日
）
は
朝
日
町

議

会
議

員

選
挙
の

投
b

・s－a

、
m－刀

日
で
す
。

」
と
幽
す
る
オ
ア
シ
リ
ム
辺
助
に
つ
い
て
の

発
表
が
見
事
第
一
似
の
知
が
貨
を
役
得
し

ま
し
た
。

相

n町
荒
木
．ゅ
．紀，
j

さ
Iv 
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み

ん

な

そ

ろ

っ

全

国

家

庭

／ヲ婦

人

ノミ

泊
婦
人
パ

て
投

票

し
ま
し
よ

うんゾ・

レ
l
ボ

l
Jレ

大

レ
ー
ク
ラ
ブ
出
場

第27 5号

6
月
お
日
、
第
9
間
八
L
M・山本出
uw人
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
の
出
山
県
子
選
が
山
間
川
山

市
体
向
館
で
行
わ
れ
、
的
婦
人
．ハ
レ

l
hリ

ラ
プ
が
終
始
正
倒
的
忽
h
H
を
発
州
、
叫
が

優
勝
を
飾
り
、

8
月
1
刊
か
ら
京
以
で
開

催
さ
れ
る
全
国
大
会
に
川
場
す
る
乙
と
に

な
り
ま
し
た
。

同
ク
ラ
ブ
は
、
チ
ー
ム
が
成

5
作
け
に

し
て
迎
え
た
全
国
人
会
川
場
に
向
け
、
嶋

田
猛
練
刊
に
刷
ん
で
い
ま
す
。

町
民
の
み
な
さ
ん
の
あ
た
た
か
い
と
山

援
を
お
願
い
し
ま
す
。

ひさあ報広
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八
写
真
は
泊
婦
人
パ

レ
1
チ
l
ム

V
↓

〈
町
常
プ
l
b
F
開
き

V
4

八
二
連
勝
を
引
い
恨
め
、
の
入
場
行
進
を
す

る
金
城
高
校
（
引
川
県
）
V

一
第
十
七
回
北
信
館
高
校
一

一
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
一

制
円
町
が
昭
和
．．． 
卜・
4

．年
の
富
山
国
体

準
制
式
野
球
会
場
に
な
っ
て
以
米
の
大
き

な
大
会
、
昭
和
汽
十
－
七
年
兆
信
越
高
等
学

校
総
合
体
書
同
大
会
第
十
じ
回
花
信
越
高
等

学
校
パ
ス
ケ
γ

ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
が

六
月
二
十
三
か
ら
一
．
十
バ
日
ま
で
の

三

日
間
、
朝
日
町
民
総
合
体
育
館
、
泊
中
学
校

を
会
場
に
、
約
七
百
れ
の
選
手
役
－民
が
参

加
し
、
う
っ
と
お
し
い
剛
山
空
を
ふ
き
と

八
富
山
県
の
期
待
を
知
っ
て
準
決
勝
進
出

を
め
ざ
す
砺
波
工
業
対
金
沢
泉
ケ
丘
高
校

（
石
川
県
）
V

八
開
会
式
の
勢
，
制
い
し
た
選
手
た
ち
V

－E
－－
J
 

八
家
庭
電
化
製
品
修
川
川
淡
ん
ハ
V

｜
｜

6
月
泊
目

（日
｝
｜
｜

好

評

だ

っ
た

不
用
品
交
換
会

会
場
に
は
、
火
矧
、
川
家
日
、
日
川
川
、

ス
ポ
ー
ツ
レ

シ
ャ
l
川
川
な
ど
、
「
－

何
点
が
俊
一爪
ざ
れ
、
午
後
3
附
ま
で
に
九

百
人
の
買
物
%
が
必
れ
ま
し
た
。
ま
れ
九
、

会
場
の

一
角
で
、
川
家
凶
沼
化
別
け
州
の
似
抑
制
川

相
談
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
の

＼

a
F
 

八
写
真
は
不
用
品
交
換
会
V

(7) 

唱
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内
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－
子
供
を
線
路
近
く
で
遊
ば
せ
な
い
。

－
線
絡
を
歩
い
た
り
横
切
っ
た
り
し
な
い

・
踏
切
で
は
、
必
ず

一
時
停
車
し
て
左
右

と
前
方
の
安
全
を
よ
く
確
か
め
て
か
ら

渡
る
。

－
踏
切
の
瞥
報
僚
が
間
勤
し
て
い
る
聞
は

絶
対
踏
切
に
入
ら
な
い
。

国
鉄
だ
よ
り

夏
は
と
く
に
列
車
の
事
故
が
発
生
す
る

時
期
で
す
。

列
車
の
安
全
運
転
と
快
い
旅
行
を
す
る

た
め
に
次
の
事
項
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

ひさ－ ーあ広昭和32年 8月8日
・・・111 3 . .使働U可 報

開催

.;r細については産業譲林政係へお問いあわせく
ださい。 （舎3-1100内線34)

の£』:a: 昭 和 53年度狩猟者講習
幸子験者~忠弘！、事~｝心打線見のがi猟哲治門会が閥ftl!

されます。

昭和 53年度狩狐者 ..習会日程表

主Ii 1・1 Jtlj 日 II手 間 h易 所

一ー ー 一一
絞＆験ぴ 者 7月 14日（金） 富山会市新総l凶鎗号4-18 

1・ 乙 内・ 県民館 701 室
2 ~J 心 者両 ., 7月 24日 (JJ) 'r 午 ！ 高高岡岡総rlj赤合庁m父舎2講1習1室iJI/ 後
乙及び 7月 25日（火） 9 5 

’ 魚魚津fl!総rli新合庁宿舎10会7議室
一一

3 経験丙者 7月 31日（月）
時 時

乙及ぴ 30 ま
分 で
i l高浦岡岡総市赤合庁Ml父舎2消1何1． 室

一－
4 I/ 8月 4日（金） ヵ、

~ 

5 者JJ 心 者内． 8 月月 7 日 （ （ 月） ！ 山山市新総幽輪号4ー18
乙及び 8 8日火） I 県民会館 501室

6 I/ 
8月 23円（水） 魚津~総iii新合！筒ア10-7 
8月 24白（本） .((l 合会総室
一ー一一ー

7 絞乙験＆. .fj・・ 9rl 1日（金） 山県山会di新総riff愉号4-18 
rp・ び内 民館 501出

8 続験 4内5． 9月 14 LI （木） 高向岡岡総市赤合庁制lj舎（2講1習1室
乙及び

9 初lfl.乙心及び者丙
9月 27日（水〉 I i:I山市新総曲号倫・4-18 
9月 28日（本） 県民会館 401 を

－
踏
切
で
車
が
動
か
な
く
な
内
た
ら
自
ち

一

に
踏
切
非
常
ボ
タ
ン
や
発
煙
筒
を
使
っ

一

て
列
車
を
止
め
る
手
配
を
す
る
。

一

・
踏
切
内
で
前
方
の
し
ゃ
断
犠
が
降
り
て

…

「
ト
リ
コ
」
に
な
っ
た
と
き
は
、
そ
ζ

一

で
止
ま
ら
な
い
で
し
ゃ
断
機
を
押
し
て

一

一
刻
も
早
く
踏
切
外
に
州
る
。

．

住
宅
融
資
制
度
発
足
んヅ

厚
生
年
金
、
及
び
船
以
保
険
加
入
の
万

に
住
℃
の
迎
設

・
日
人
－

m改
築
資
金
を

融
資
す
る
、
社
会
法
人
出
山
山
年
金
住
℃

福
祉
協
会
が
設
な
さ
れ
ま
し
た
ω

融
資
の
内
蜘什
は
次
点
の
と
お
り
で
す
。

向
阪
の
家
族
に
有
資
術
者
が

．．
 
人
以
上
の

岨
場
合
は
合
算
で
き
、
作
5
－
m
v
h
の
低
余

剰
で
す
。
詳
し
く
は
、
山
山
県
年
金
住
℃

福
祉
協
会

〈舎

O
じ
い
ハ
凶
｜
⑫
｜

一一

一六

六
）
へ
お
問
い
あ
わ
せ
く
だ
さ
い
の

2 0 0万円

；磁資金額（ 1人〉

，， 

，， 

，， 

4 0 0 

5 0 0 

3 0 0 

SW~ 満

期間

，， 

，， 

1 0 

20 

手5・険

I: 

201T：以上

保

3 <1：以

ノ，

，， 

在主

5 

10 

郵
便
局
だ
よ
り

－
受
領
書
は
必
ず
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い

勤
め
先
や
自
宅
で
郵
便
貯
金
な
ど
の
預

け
入
れ
を
し
た
場
合
に
は
、
預
り
証
を

お
渡
し
し
ま
す
の
で
、
必
ず
お
受
け
取

り
く
だ
さ
い
。

－
つ
ゆ
ど
き
の
郵
便
利
川
に
つ
い
て
は
、

次
の
点
に
と
協
力
く
だ
さ
い
。

－一一『一
一－九百一ふと一－一喜一－
2

一一一一一

－一
一－
a

z

一

1
1
内
ノ
ι且
U
寸

ωあ
て
取
引
出
き
に
使
則
す
る
市
記
ハ
ハは
混

気
や
雨
の
た
め
に
に
じ
ん
だ
り
す
る
よ

う
な
も
の
の
使
用
は
な
る
べ
く
さ
け
て

く
だ
さ
い
。

凶
封
か
ん
に
は
湿
気
で
は
が
れ
や
す
い
セ

ロ
ハ
ン
テ
1
プ
な
ど
を
使
用
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。

ω郵
便
新
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

（郵
便
箱
は
郵
便
局
で
あ
っ
せ
ん
し
て

お
り
ま
す
。
価
格

て

四

O
O円）

(8) 

:T：事費 63QJjflJ 
了. Jl)J 6月20円～7)]2011 
延 i三 537m

£~泊第 1 号改良て事（三校椛〉
工事 総 450］；円
T JPJ 6月20fl～7Jnon
延長 807≫t
般道25~；制r t,!.・・ l ：市（殿町〉
1：・1：伐 224Jil1J
1: 191 6JJ2011～an1on 
延長 22om 
集説内泊·~14~；制決：lブJI （縦町〉
L: ・H t~ 322Jjl'J 
工 期 6月20～8J13111 
延長 222m 。.J1・All助農道盤的事業
7行箇日二6号改nu炉
工 事 費 166.8万円
コJ WJ 6月20日～7月15日
延長 657 .3m 
冗自庄4・5号改良LTJ~
工 事 '.l!t 272万円
工 期 6月20日～7月1sn
延長 703.4m 
山崎8号制i装了－~ （殿町〉
工事 費 685万円
工 期 6月20日～8月10日
延長 668.Sm 

町 営 工 事入礼状 況

一一 10 0 万円以上 一－
＜＞~村総合格備モデル事業
111崎地区営農飲絡用水施設工事
工 事 rt 3.700万円
コ： !Pl 6月11El～10月31rl

〈〉町道下tit新一殿町線ill路鉱脳
改 jミ：lて埼玉

1；τIT費 2.980Jjf-LJ
c JQI 6月l「！～9月30日
延長 760m 

〈〉明日町老人福利｜センター
新築 仁 qi

11 .900/jドJ
6fJ1111～10J J31 i I 
1 1~守 891.3甘f
2階 140.0m'

〈〉林道三楽総叩絞新設工帯

コ：＂＇l~ 貨 1.430万円
工期 6月15円～9Fl30「｜
延長 638m

<>#!ti~線1m；設で事
仁、l~ ~ 1'707万jlj
工 期 6月15[1～10Dl511
延長 306.am 

〈〉農村総合望感備モデJν事業

農道30号改良T.'J~ （竹の内）

:r.、Jt1~ 

・c !Pl 
1lii fo 
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順．－ー
位，，....＿ I品 1
6附 1IR I 
悦和｜ I 
）定｜核｜
竹二 』ー－・
し．

過
去
叩
年
聞
の
結

骸
に
よ
る
死
亡
者
数

は
引
人
で
、
年
平
均

4
人
が
結
絞
で
死
亡

し
て
い
ま
す
。

か
つ
て
国
民
病
と

ま
で
言
わ
れ
た
鮎
鞍

も
、
近
年
で
は
結
怯

健
康
診
断
の
徹
底
で

早
期
発
見
、
早
期
治

療
の
体
制
が
確
究
さ

れ
、
結
桜
死
亡
者
は

確
か
に
減
少
し
ま
し

た
が
、
ま
だ
綬
絶
さ

れ
る
ま
で
に
は
な
っ

山
県
平
均
を
や
や
l
ま
わ
っ
て
い
ま
す
。

ζ

の
中
に
は
、
わ
ず
か
な
が
ら
家
族
感

染
に
よ
る
乳
幼
児
の
患
者
も
み
ら
れ
ま
す

乙
れ
と
関
連
し
て
、
幼
児
（
1
歳
児
）

の
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
率
は
、

η・
9

折
、
陰
性
者
の
B
C
G接
種
率
は
、
市
・
l

5 2 5 1 5 0 4 9 4 8 

6 

4.1 

4 

2.2 

2 4 3 

i.aj 

況

4 

状亡死

4 5 

るよ

4 4 . 

被S高華民鋼電 1 

4 

2.2 2.4 ' 

4 死亡者 数

総死亡者

中の割合

（人円10万人対）移後のZ巨亡予E4実

ー‘

運町2 ’R 
折
、
と
低
率
で
す
の
（
閉
和
臼
年
）

H

結
該
は
過
去
の
病
気
ν

と
考
え
な
い

で
、
年
に
一
度
の
健
康
診
断
、

1
歳
児
か

ら
の
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
、

B
C
G

接
積
は
、
必
ず
受
け
て
い
た
だ
き
た
い
も

の
で
す
。

:n.o M円町

全 11¥1
·;;•; 1I1 t1.~ 

H.5 
ε」三－．

『 8.2

て
い
ま
せ
ん
。

間
和
臼
年
で
は
、
過
本
川
年
間
で
銭
高

の
6
人
が
結
骸
で
死
亡
し
て
お
り
、
こ
れ

は
死
亡
者
お
人
の
う
ち
1
人
が
結
絞
死
亡

と
い
う
数
字
に
な
り
ま
す
の

ち
な
み
に
、
過
去
叩
年
閣
の
結
般
に
よ

る
死
亡
率
を
全
国
、
富
山
県
と
比
絞
し
て

み
ま
す
と
、
朝
日
町
は
か
な
り
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。

朝
日
町
は
、
結
級
住
民
健
康
滋
断
の
受

診
率
は
常
に
肝

r前
後
と
全
国
的
に
も
鼠

高
位
に
あ
り
ま
す
。

そ
れ
で
も
結
咳
死
亡
率
が
高
い
と
い
う

乙
と
は
、
朝
日
町
は
、
ト
ン
ネ
ル
工
事
等

か
ら
く
る
珪
肺
患
者
が
全
国
的
に
多
い
地

区
で
あ
り
、

珪
肺
か
ら
結
骸
へ
の
移
行
忠

者
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ

ま
す
。
朝
日
町
の
結
該
登
録
患
者
数
は
、
間
和

日
年
防
人
、
人
口
に
対
す
る
割
合
で
は
富

区瓦~： . ~~·.. I昭 431 

:m .4 

・．・－－ーー一・ーー－一ー・ーニー，で＂.！＇＂』』 ． 一一 ~ 九一九ー （ 

一ー・ 4 品，.＿.－＿ー・．二、こ a

:w 1 
19.R 19.6 

人

~o 

20 

n
H
 
l
 

fド

¥ つ「 のま町 「 りれでがなそ この秋祭は回 をつ 泊つ経 大出
＼ ッてシ・前中で造ニニ戸、 ζ あ町の家と安」 に。Eこ古たそのくて昨日 会 f

f- Tタいいニを三りワワをくのり家後はが政に曇夫の往、れ町り入乙流あよ ＝：：；清 I T r.-1' ~ lるミ・ワ通十ぎの」くぐ入右でに、わ三よ書宅旧遭笹以並そ善で失つり 云ハ 1. J の 0」 とっこれ奥とぐり口側あ土前か年りさがの道川来みとに、した約 自
松 I~ ，↑ 1 ょζ とミてMたにいる戸ににる蔵口る底、れあ泊と持、がへ至元て泊二 「コ
函 I ~ ，ιJ うのいセいぷ名はうとがは入。の三。年今たる町呼．従形泊る屋し町六 IT¥
；；~ I, 1 1 なシわのるつ残、。そっ大口間あ聞 のよ年。のぶ室来成町新敷まはO UJ 
芙｜ 世 物トれ溌。通り通 乙い戸が口る、秋り号家上よ Eそかさをし、つ ヨE
｜ 自 でミるに しのり がてがあー細奥 に百「の町う赤られ移い下た大前 否疋
｜ 寸 三は上は の十 ニ 玄い取り杯長行 新二安建のに川のたし往ぞ町。律、 主立
｜ 」 尺現げ障 ニ六ワ 関たり、のい十 築十政築ーな、街。、選か、 調主
ヤ？寸 l.J ×代戸子 ワ聞が で。つ近前！処六 さ三三 年角つ横道 新旭《上 に屋 ミ3
I~ 】J ~~ 三のが戸 が用あ 通くけ年ニ型間 れ年年代にた山で し民町 よ敷 v
廿「.n ~ jミシ入と 家水り 祢ぐらまワ的、 た前反は松。道あ いをを り海
l原 句 llシl’‘
ふ~ ~ I 9 ;i • 
T~ • 1.-1 I F十叫「＋」→f りのののいめ 二 組っ て「 て乙戸の ~－：；；；；.吃＇~記：－~ 昨ナー fふ？‘
回 ； ~ · l ~ し建家茶わら座階吹をて茶使ワミ残れ締板 袋怒：やアー？？一一員斗J~ 突き t宅問問~＆~~~~＋ ~~~g~ 蓋孟ととき淳喧 I } 
トg . l 切知建あ畳第奥にけとがは跡」奥いこす積司圏、 -../ 一司ーーーー監〉
I i図チ什 なる物るこににはをと今屋がとはる十る L － ． 河市7可王子~ττ 緊
l~ ？. ~ 1 4 ! 資上全。枚縮は後績がは線あ呼茶。三よな 工事f~ ふ守司必宇乞~~＇＂r:-t司Y ~ :'. t ' ~刊 ↑ 料で体い敷小わ二にで天まるばの 年うつ ·~~，~：，’；t；~· ~~＇ ~－ ＂＂自主e ~ ~ -...:;:・・ .,_ 会
kよ.....L」 で 、がずのさぴ降雪しきJt-で。れ間 聞にて ヰ~；..迂＆ι~：－......... ~恥 ：、k: • ？ ・・「寸寸つ あ年江れこれ茶がてなが吹 、に のな、 二や：：－~ －宇お b 弘之f v } 
4 匂 1 ·；~J る代Hに畳てのあ、いはき 部な風つ」ミ ＇.，，...：：－－：－；，－.会 人L吟 -' 
'"' i.，，トミ1;:.:J 。の時し中で追る前。ら蚊 屋つ 雪て卜 ，J ’J Jιニニ守出品~顎主 ~ F誤判 は代て板き求。にれけをてにいこ よ幹 三諒設構砕A謀容認ミ
」~ つ末も造たが は 東に 割お 耐る段 陸盃ミヰー＝こ三三竺三ご

き期こりと深前 りな つり えがで

(9) 
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霊
至

宝
三
塁
呈

＝ 霊
皇

室
三
霊

童
冨

i 
= 
= 呈
言

言
呈
霊

童
霊
＝ 
呈

圭
呈
呈

圭

＝ 
至

宝

三

C28) 

雀
と
米
と
水

郷
土
の
伝
説

西

東

崎

城

~ 
昌

な
し
で
あ
る
。

蛾
の
水
口
を
密
告
し
だ
老
婆
の
話
と

し
て
広
く
知
ら
れ
疋
宮
崎
戚
落
瓶
の
は

宮
崎
氏
の
居
間
叫
と
し
て
遠
い
源
平
の

耳目
に
は
源
の
義
仲
ガ
北
陸
の
宮
を
奉
じ

だ
宮
崎
町
州
は
、
江
戸
時
代
に
小
塚
権
太

失
と
い
う
武
将
ガ
守
っ
て
い
だ
。
上
杉

謙
信
ガ
宮
崎
販
を
攻
め
だ
と
き
権
太
夫

は
よ
く
戦
い
な
か
打
ゆ
か
瓶
ガ
落

ち
な
か
っ
疋
。

時
だ
ま

一
人
の
老
婆
か
ら
峨

の
水
源
的
ガ
泌
か
に
馬
の
ワ
ラ

）ン
で
簡
単
仁
広
ま
る
こ
と
を
閤

い
だ
・
謙
信
は
叛
の
飲
料
水
を
絶

つ
作
戦
に
出
だ
。
水
を
比
め
ら

れ
疋
服
申
は
大
変
な
δ
わ
汚
C

忽
つ
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マ ／決め られた日時に受けられな ¥ 
いみんなの保健 ；〔最寄りの会場 で受けて ください． ) 

く7 月〉

保 白l蹴6カ月児検診
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事 ｜対象者 ド （曜） ｜時刻 ｜会 場 ｜ 対象地区 ｜ 備

I I ｜午前
: 16（日） ! 9:30～11 :301沼保公民館 i沼保、荒川

益誠押会 ｜ 婦人 f,•<i I I I I 

! : 16（日） I fお～2:30I福祉センター I in 2 区
l午後 ・1 i T 

級i妊婦全員i28（金） I 1 :oo～3:00 I 福祉センタ目 i全 地 区 i母子手帳持参
！ ！午前 ！ ！元屋敷、下機尾
I 14c金） I 9:3o～12:001上償尾公民館 ｜上積尾、温泉町

i満 15歳以上 ｜一一一ート一一日ー｜一一一一ー一一一｜ー ーーー一一一一
i j午後 ! i ｜決められた会場で

総 ！（ただし、勤務 I14（金） I 1 :oo～3:00 i境公民館 ｜ 境 ｜ 
I i ｜しか受診すること’先で倹i診を受け l -,-- l一一一一一一－－， - I 

. I 午後 I I I 
た人を除く） ! ~7－（竺i 9:3刊 1:001五町村氏j月 一 山 iはできません

i午後 i策箪野 I 
-- --! ~7 （木）I 1 :oo～3:00 i実行組合 ！東 鹿 野 ｜ ー｝

業 考

親 学

特、制限

1( ↓街

月〉

i午後 ； 
生 I3 ＜木） I 1 :00～1 :30 i福祉センター ； 金

1午後 : j 
3 （~） i 1 :30～包~I 宿世セ ンター ！ 全

1午後 ｜ ； 
3 （木） : 2:00～3:oo I椙祉センター ｜ 全
，午後 I I 

23（水） I 1 :30～3:oo I福祉センター ｜全

．竺 一一区 ！？三三千竺竺
カ月 児検 診 十53年 4月

関節目見 ｜
』会 資！53年 4月 生

自51年 12月生
誕52年 l月生

I 自50作 1月生
保児検診 ｜至50年 2月生

必 ：伴内会 ｜姉人層

地 区 検査料 1.500円

地 区 母子手帳持参

区 母子手帳持参地

キッチンカーによる

！午前 ｜ ｜松涛町、大 屋
6 （臼） I 9:30～11 :ool松涛町公民館 ｜弥生町
｜午後 ｜ ｜ 

6 （日） I 1=30～3:00 I 福祉センタ｛ ｜ 泊
｜午前 I I 

7 （月） I 9:30～11 :ool幼公民館前 Ii也、坊、細野
I 一一｜午後 I . I 
7 （月） I 1 :30～3:00 I羽入公民館前｜ 羽 入、蛭 谷

回 ト一一ト一一一一一｜一一一一一一一一｜ ーー一一一一一 目
｜午前 ｜ ｜ 

8 （火） I 9:30～11 :ool 綾町公民館｜桜 町、旭ケ丘

区

人

tr:.手￥＞
8（火） I 1':3ci～3:00 道下決悶寺 平柳、道下

結 l健康 ~ 
午後 ｜黒部保健所 T

1 :oo～3:00 I朝日支所 i全 地 区

篠 ｜ ｜ ｜午前 ｜中央農協 ｜ ｜ I I 1 s ＜火） I 9:oo～10:301 五箇庄支所 ｜五 箇 庄 ｜検査料 800円
成I'1 ＇／の筑間検・ 叶 希 望 者 ！…一｜－千店 一 I~－；ζ－－~－－－1- - ー｜

~ l I _ __ _ j_ 9 ＜竺I9:90～10:301五 箇竺支町一i五 箇 庄 ｜検査料 800円

;1結仏師環総 ｜中 15歳以子 ！1 oc ；｛~） I i~~～11 :ool照円寺 ｜草 野 ｜決められた会場で
I Itただし、動車川 ｜ － ｜－ 卜一一一一一一ト一一一一一一｜ しか受診するとと
防 ｜住 民 検 珍 ｜｛先で検診を受）｜ ｜午後 ｜ ！ ｜ 
』 ｜＼けた人を除く）11似）I 1 :00-3:00 I清水町公民館 ｜清水町、若草町 lはできません

引＿＿~_1_:; _ 者i4 （金）

毎 月第 1金曜日 lま

定期健康相談
一一8月4日、9月1n-

11.'t 間 午後 1 時から午後 311.~まで
場所 黒部保働苛朝日支所

手し児から老人に至るまでの健版に関する相談をうけます。

［ 手－ー是正さ二i；主~~.ーさ－~J
。1ij問の食事は量より質にii¥：点を

。レ／：ーで鉄分の補給を

。新鮮な野菜・果物、とくに絞首野菜をとろう。
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6月の町内交通事故 件 .3 （本年累計 14) 亮者 O ( 0 ) 負傷者 3 ( 14 ) （ロ）


